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上
下
水
道
の
経
営
基
盤
再
構
築

上
下
水
道
の
経
営
基
盤
再
構
築

国
交
省

検
討
会
第
１
次
と
り
ま
と
め
案
を
了
承

技
能
者
の
適
切
な
労
務
費
確
保
へ

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
推
進
協
が
重
点
課
題

国
土
交
通
省
は
６
月
１０

日
、
東
京
・
中
央
区
の
Ｔ
Ｋ

Ｐ
東
京
駅
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

セ
ン
タ
ー
で
第
５
回
「
上
下

水
道
政
策
の
基
本
的
な
あ
り

方
検
討
会
」
（
委
員
長
・
滝

沢
智
東
京
大
学
大
学
院
工
学

系
研
究
科
都
市
工
学
専
攻
教

授
）
を
開
き
、
持
続
可
能
な

事
業
運
営
と
更
新
投
資
の
財

源
確
保
を
柱
と
す
る
第
１
次

と
り
ま
と
め
案
に
つ
い
て
お

お
む
ね
了
承
し
た
。
上
下
水

道
の
強
靭
性
・
持
続
性
を
確

保
で
き
る
経
営
基
盤
の
再
構

築
を
め
ざ
す
。

当
日
は
国
交
省
の
松
原
誠

上
下
水
道
審
議
官
が
あ
い
さ

つ
に
立
ち
「
６
月
８
日
に
国

土
強
靭
化
実
施
中
期
計
画
が

閣
議
決
定
さ
れ
、
５
年
間
で

２０
兆
円
強
の
事
業
を
行
う
こ

と
と
な
っ
た
。
上
下
水
道
施

設
の
戦
略
的
維
持
管
理
を
推

進
し
、
大
口
径
管
路
の
更
新

や
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
（
多
重

化
）
を
確
保
す
る
こ
と
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

を
確
実
に
実
行
す
る
に

は
当
検
討
会
で
議
論
し

て
い
る
事
業
体
の
再
整

備
が
欠
か
せ
な
い
」
と

強
調
し
た
。

続
い
て
滝
沢
委
員
長

が
「
本
日
は
第
１
次
と

り
ま
と
め
案
に
つ
い
て

活
発
に
意
見
交
換
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
要

請
し
た
。

第
１
次
と
り
ま
と
め

案
で
は
将
来
に
わ
た
っ

て
適
切
な
事
業
運
営
が
可
能

な
組
織
体
制
の
再
構
築
と
更

新
投
資
の
財
源
の
確
保
を
喫

緊
の
課
題
と
し
て
設
定
。
今

後
の
方
向
性
と
し
て
①
単
一

市
町
村
に
よ
る
経
営
に
と
ら

わ
れ
な
い
経
営
広
域
化
の
国

主
導
に
よ
る
加
速
②
更
新
投

資
を
適
切
に
行
い
、
次
世
代

に
負
担
を
先
送
り
し
な
い
経

営
へ
の
シ
フ
ト
③
官
民
共
創

に
よ
る
上
下
水
道
の
一
体
的

な
再
構
築
と
公
費
負
担
の
あ

り
方
の
検
討
―
―
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

国
土
交
通
省
は
６
月
１２
日
、
東
京
・
千
代
田
区
の
Ｔ
Ｋ
Ｐ
新
橋
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
で
令
和
７
年
度

「
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
処
遇
改
善
推
進
協
議
会
」
（
会
長
・
蟹
澤
宏
剛
芝
浦
工
業
大
学
建
築
学
部
教

授
）
を
開
催
し
た
。
技
能
者
の
労
務
費
に
つ
い
て
は
建
設
業
法
改
正
に
よ
る
新
た
な
ル
ー
ル
の
導
入
に
つ
い
て
確

認
。
ま
た
今
後
の
重
点
課
題
と
し
て
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
推
進
や
一
人
親
方
対
策
、

賃
上
げ
と
適
切
な
労
務
費
・
法
定
福
利
費
確
保
、
女
性
活
躍
・
定
着
促
進
な
ど
に
力
を
入
れ
る
。

同
協
議
会
は
学
識
者
、
建

設
関
係
団
体
、
発
注
者
団

体
、
地
方
公
共
団
体
な
ど
で

構
成
。
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
活
用
を

通
じ
て
技
能
者
の
さ
ら
な
る

処
遇
改
善
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

当
日
は
国
交
省
の
平
田
研

不
動
産
・
建
設
経
済
局
長
が

冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
持

続
可
能
な
建
設
業
に
向
け
て

技
能
者
の
処
遇
を
改
善
し
、

働
き
や
す
い
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
が
重
要
だ
。
改
正
建

設
業
法
で
は
労
務
費
の
基
準

に
関
す
る
新
制
度
を
設
け
、

本
年
１２
月
ま
で
の
施
行
へ
準

備
を
進
め
て
い
る
。
契
約
当

事
者
間
の
適
切
な
価
格
交
渉

や
技
能
者
の
公
正
な
評
価
を

確
立
す
る
た
め
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

の
一
層
の
活
用
を
図
っ
て
い

く
。
引
き
続
き
官
民
一
体
の

取
り
組
み
を
お
願
い
す
る
」

と
呼
び
か
け
た
。

ま
た
蟹
沢
会
長
が
「
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
は
民
間
シ
ス
テ
ム
と
の

連
携
な
ど
で
一
段
と
メ
リ
ッ

ト
が
実
感
で
き
る
。
新
制
度

で
あ
る
外
国
人
の
育
成
就
労

も
そ
の
対
象
だ
。
就
労
履
歴

を
し
っ
か
り
と
記
録
し
、
日

本
で
長
く
働
け
る
よ
う
に
し

た
い
。
実
効
性
の
あ
る
施
行

を
見
据
え
、
施
策
の
パ
ッ
ケ

ー
ジ
化
を
め
ざ
す
」
と
意
欲

を
示
し
た
。

議
事
で
は
労
務
費
の
基
準

と
し
て
技
能
者
の
知
識
・
経

験
に
基
づ
く
処
遇
の
努
力
義

務
化
、
適
正
水
準
の
労
務
費

確
保
と
確
実
な
支
払
い
、
基

準
に
違
反
し
た
場
合
の
罰
則

な
ど
新
た
な
ル
ー
ル
に
つ
い

て
説
明
。
ま
た
①
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

の
推
進
②
一
人
親
方
対
策
の

推
進
③
賃
上
げ
の
推
進
・
適

切
な
労
務
費
と
法
定
福
利
費

の
確
保
④
建
設
業
退
職
金
共

済
制
度
（
建
退
共
）
・
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
連
携
の
利
用
促
進
―
―

な
ど
を
今
後
の
重
点
課
題
と

し
て
提
示
し
た
。

一
人
親
方
対
策
で
は
社
会

保
険
加
入
率
が
９５
％
以
上
に

達
し
た
一
方
、
規
制
を
免
れ

る
偽
装
一
人
親
方
も
散
見
さ

れ
る
。
こ
の
た
め
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
な
ど
を
活
用
し
て
是

正
し
て
い
く
方
針
だ
。

賃
上
げ
・
適
切
な
労
務
費

・
法
定
福
利
費
の
確
保
で
は

公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
の

持
続
的
な
引
き
上
げ
、
努
力

義
務
化
さ
れ
た
処
遇
改
善
状

況
の
国
へ
の
報
告
、
著
し
い

低
賃
金
に
対
す
る
中
央
建
設

業
審
議
会
の
勧
告
、
不
当
に

低
い
請
負
代
金
の
禁
止
、
法

定
福
利
費
の
内
訳
を
明
記
し

た
見
積
書
の
提
出
な
ど
を
推

進
す
る
。

女
性
活
躍
・
定
着
促
進
で

は
経
営
ト
ッ
プ
の
意
識
改

革
、
建
設
業
の
魅
力
向
上
、

ト
イ
レ
・
更
衣
室
の
環
境
改

善
、
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
な
ど
を
行
う
。

リ
ス
キ
リ
ン
グ
（
新
ス
キ

ル
・
能
力
の
習
得
）
支
援
で

は
教
育
訓
練
給
付
金
や
人
材

開
発
支
援
助
成
金
に
つ
い
て

紹
介
。
全
国
管
工
事
業
協
同

組
合
連
合
会
な
ど
３
団
体
に

よ
る
管
工
事
の
能
力
評
価
も

含
ま
れ
る
。

外
国
人
の
就
労
育
成
支
援

は
令
和
９
年
４
月
の
制
度
開

始
に
合
わ
せ
て
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の

基
準
に
沿
っ
た
技
能
者
を
確

保
・
育
成
す
る
。

新たなルール導入新たなルール導入

建設関係団体など一堂に参集

平田局長

蟹沢会長

有識者が活発に意見交換

松原審議官

滝沢委員長
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